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整
形
外
科
で
多
く
の
方
に
見
ら
れ
る
症

状
と
し
て
、腰
痛
・
坐
骨
神
経
痛
が
あ
り
ま
す
。

腰
椎
の
様
々
な
異
常
が
原
因
と
な
り
ま
す
が
、

そ
の
中
で
も
腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
は
世
間

一
般
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
疾
患
で
す
。�

　
二
本
足
で
立
つ
人
間
に
と
っ
て
脊
椎
に
は

か
な
り
の
負
荷
が
か
か
り
、特
に
下
位
腰
椎

で
は
す
で
に
２０
代
か
ら
椎
間
板
の
変
性
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
椎
間
板
の
変
性
は
腰
痛
の

原
因
と
な
り
、い
わ
ゆ
る
「
ぎ
っ
く
り
腰
」
も

起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。�

　
椎
間
板
の
周
囲
を
構
成
す
る
線
維
輪
の
変

性
が
進
み
、そ
の
亀
裂
が
大
き
く
な
る
と
椎

間
板
内
部
の
髄
核
が
突
出
し
て
き
ま
す
。
線

維
輪
の
皮
を
被
っ
た
も
の
や
、そ
こ
か
ら
飛
び

出
し
て
し
ま
っ
た
も
の
な
ど
形
は
様
々
で
す

が
、こ
れ
ら
が
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
で
す
。
そ
れ

に
よ
っ
て
神
経
が
圧
迫
さ
れ
る
と
坐
骨
神
経

痛
が
起
こ
り
、下
肢
の
痛
み
・
し
び
れ
・
感
覚

低
下
・
筋
力
低
下
な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。�

　
治
療
は
局
所
安
静
、投
薬
、理
学
療
法（
牽

引
・
電
気
治
療
）
な
ど
か
ら
始
め
ま
す
が
、症

状
が
強
い
場
合
は
ブ
ロ
ッ
ク
療
法
（
硬
膜
外

ブ
ロ
ッ
ク
・
神
経
根
ブ
ロ
ッ
ク
）を
行
い
ま
す
。

神
経
の
圧
迫
が
軽
度
の
場
合
は
こ
れ
ら
の
治

療
で
対
処
で
き
る
の
で
す
が
、そ
れ
で
も
軽

快
し
な
い
場
合
、麻
痺
症
状
の
見
ら
れ
る
場

合
、早
期
の
社
会
復
帰
を
必
要
と
す
る
場
合

に
は
手
術
が
必
要
と
な
り
ま
す
。� 背中側から腰椎に接するまで直径１８mmの筒を挿入した

ところ。この筒の中に内視鏡と特殊な手術器具を挿入して
手術を行います。�

内視鏡下椎間板切除術の模式図�

椎間板ヘルニア�

せ
ん�

い�

ず
い�
か
く�

り
ん�

こ
う�

ま
く�

が
い�

し
ん�

け
い�

こ
ん�

整
形
外
科
　
　
岡
田 

基�

腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア�

に
対
す
る�

内
視
鏡
下
手
術
の
導
入�



Ｔ
Ｖ
モ
ニ
タ
ー
で
確
認
し
な
が
ら
内
視
鏡
を
操
作
し
ま
す
。�
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「
食
べ
て
健
康
―
新
し
い
日
本
型
食
生
活
の
す
す
め
」�

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
総
合
病
院
　
院
長  

久
保
田  

芳
郎�

院
長
コ
ラ
ム�

　
手
術
は
５
〜
１０
㌢
の
切
開
に
よ
り
筋
肉
を

剥
離
し
、骨
の
一
部
を
削
っ
て
ヘ
ル
ニ
ア
を
直

接
見
な
が
ら
摘
出
す
る
と
い
う
方
法
が
一
般

的
で
す
。
侵
襲
の
少
な
い
治
療
法
と
し
て
、

大
き
く
切
開
し
な
い
経
皮
的
な
手
術
も
あ

り
ま
す
。
薬
剤
で
髄
核
を
溶
か
す
方
法
、細

い
特
殊
な
器
械
で
髄
核
を
摘
出
す
る
方
法
、

最
近
で
は
レ
ー
ザ
ー
に
よ
っ
て
髄
核
を
焼
灼

す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
局
所
麻

酔
で
出
来
る
手
術
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
し

た
が
、ヘ
ル
ニ
ア
を
摘
出
す
る
の
で
は
な
く

椎
間
板
内
圧
を
減
少
さ
せ
て
間
接
的
に
神

経
の
圧
迫
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
手
術
適
応

は
狭
く
、従
来
の
手
術
よ
り
治
療
効
果
が
優

れ
て
い
る
と
い
う
結
果
は
得
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
骨
の
変
形
な
ど
を
合
併
し
て
い

る
場
合
は
、従
来
の
手
術
が
必
要
と
な
り
ま

す
。�

　
従
来
の
手
術
と
同
様
に
治
療
効
果
が
あ

り
、さ
ら
に
侵
襲
の
少
な
い
手
術
法
と
し
て
、

１
９
９
６
年
に
内
視
鏡
下
椎
間
板
切
除
術

が
開
発
さ
れ
、国
内
に
も
１
９
９
８
年
秋
よ

り
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
直
径
１８
㍉
の
筒
を
挿

入
し
て
筋
肉
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
を
少
な
く
し
、

従
来
の
手
術
同
様
、全
身
麻
酔
下
に
確
実
に

ヘ
ル
ニ
ア
を
摘
出
す
る
手
術
で
す
。
内
視
鏡

を
使
い
、テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
で
拡
大
し
た
画

像
を
見
な
が
ら
行
い
ま
す
。�

　
当
院
で
も
２
０
０
３
年
７
月
か
ら
こ
の
内

視
鏡
下
手
術
を
導
入
し
、２
０
０
４
年
１２
月

ま
で
に
２１
例
の
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。
従

来
の
手
術
と
比
べ
、�

　
手
術
創
が
小
さ
い（
２
〜
３
㌢
）�

　
術
後
の
痛
み
が
少
な
い�

　
手
術
翌
日
か
ら
歩
行
可
能�

　
入
院
期
間
の
短
縮（
手
術
後
４
日
〜
７
日
）�

　
コ
ル
セ
ッ
ト
装
着
期
間
の
短
縮（
約
１
ヶ
月
）

な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。�

　
今
後
は
脊
柱
管
狭
窄
症
な
ど
骨
の
変
形

が
強
い
症
例
で
も
、こ
の
内
視
鏡
下
手
術
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。�

　
高
齢
化
社
会
を
迎
え
つ
つ
あ
る
わ
が
国
に

お
い
て
多
く
の
人
々
の
最
大
の
関
心
は
”い

つ
ま
で
も
若
く
元
気
で
“と
い
う
健
康
指
向

で
す
。
こ
れ
か
ら
は
ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
分

の
責
任
に
お
い
て
健
康
を
管
理
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
あ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

よ
れ
ば
「
健
康
に
関
心
が
あ
る
」
と
の
回
答

は
８９
%
に
の
ぼ
り
、現
代
の
日
本
人
に
と
っ
て

「
健
康
」
は
大
き
な
関
心
事
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
し
か
し「
健
康
に
自
信
が
あ
る
」

と
の
回
答
は
４２
%
に
留
ま
っ
て
お
り
、健
康

に
関
心
は
あ
る
が
自
信
が
も
て
な
い
と
い
う

現
代
人
像
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

 
 

健
康
は
日
頃
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
か
ら
生

ま
れ
ま
す
。
近
年
、が
ん
、心
臓
病
、脳
卒
中

な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
急
激
に
増
加
し
て
い

ま
す
。
生
活
習
慣
病
が
増
え
て
い
る
の
は
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
、と
り
わ
け
「
食
」
の

変
化
が
最
も
重
要
な
要
因
で
す
。
健
康
に
一
番

よ
い
食
事
は
伝
統
的
な
日
本
の
食
事
で
す
。

温
暖
な
気
候
、適
度
な
湿
度
、そ
し
て
豊
か
な

水
に
恵
ま
れ
た
日
本
で
育
ま
れ
た
和
食
は
、

海
の
幸
、山
の
幸
と
出
会
い
、こ
の
国
な
ら
で

は
の
食
文
化
を
つ
く
り
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

動
物
性
脂
肪
が
少
な
く
、魚
や
大
豆
、野
菜

な
ど
が
豊
富
な
日
本
食
。
健
康
食
た
る
こ
の

食
事
が
日
本
を
世
界
一
の
長
寿
国
に
し
た
の

で
す
。�

　
１
９
７
７
年
、ア
メ
リ
カ
上
院
、栄
養
問
題

特
別
委
員
会
は
２
年
間
の
審
議
期
間
と
巨
額

の
調
査
費
用
を
か
け
て
、い
わ
ゆ
る
”マ
ク
ガ

バ
ン
レ
ポ
ー
ト
“を
報
告
し
ま
し
た
。
同
委
員

会
が
設
け
ら
れ
た
理
由
は
「
ア
メ
リ
カ
の
最

新
の
医
学
と
、莫
大
な
医
療
費
を
つ
ぎ
こ
ん

で
も
現
代
病
が
増
え
続
け
る
の
は
な
ぜ
か
。

根
本
的
な
対
策
を
立
て
な
い
と
ア
メ
リ
カ
は

滅
ん
で
し
ま
う
」
と
い
う
危
機
感
か
ら
で
す
。�

　
報
告
書
で
は
、ア
メ
リ
カ
人
が
動
物
性
食

品
や
脂
肪
を
過
剰
に
摂
取
し
て
い
る
こ
と
に

加
え
、摂
取
脂
肪
の
構
成
比
が
、動
物
性
脂

肪
が
植
物
性
脂
肪
に
比
べ
て
多
す
ぎ
る
こ
と
、

砂
糖
の
摂
取
が
多
す
ぎ
る
こ
と
等
が
明
記
さ

れ
ま
し
た
。
加
え
て
、食
品
の
過
度
の
加
工
に

よ
る
ミ
ネ
ラ
ル
や
ビ
タ
ミ
ン
量
の
低
下
、食

物
繊
維
摂
取
の
不
足
な
ど
の
問
題
も
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
「
世
界
の
食
生
活
の

中
で
、最
も
健
康
に
良
い
食
事
は
日
本
食
で

あ
る
」
と
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
病
気

は
医
療
で
治
す
も
の
と
い
う
考
え
に
偏
っ
て

い
た
ア
メ
リ
カ
で
、病
気
の
予
防
や
治
療
に

は
そ
の
原
因
と
な
る
間
違
っ
た
食
生
活
を
改

め
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
公
式
な
発
表
が
行

わ
れ
た
の
で
す
。�

　
そ
し
て
今
、「
食
育
」
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
心
や
健
康
を
さ
さ
え
て
い
る
食
生

活
の
大
切
さ
を
教
え
る
「
食
育
」
。「
食
育
」

が
必
要
な
の
は
子
供
達
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
我
々
中
高
年
の
世
代
こ
そ
健
康
で
い

る
た
め
の
「
食
育
」
が
必
要
で
す
。
食
を
通
じ

て
健
康
寿
命
を
の
ば
す
こ
と
、そ
し
て
”い
つ

ま
で
も
若
く
元
気
“で
い
る
た
め
に
も
う
一
度

「
食
」
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。�

は
く�
り�

し
ん�
し
ゅ
う�

し
ょ
う�

し
ゃ
く�

せ
き�

ち
ゅ
う�

か
ん�

き
ょ
う�

さ
く�

し
ょ
う�
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川口  武宏�
かわ�ぐち� た け�ひろ�

産婦人科部長�
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担当医師�
紹　　介�

八木  浩一�
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東京大学２００１年卒業�
（医局：東京大学第一外科）�

外科�

田中  健史�
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内科�
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�
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副院長・内科部長�

消化器内科、肝胆膵内科�

医学博士、日本大腸肛門病学会評議員・
専門医、日本消化器病学会関東支部
会評議員、日本外科学会認定医、日本
消化器外科学会指導医・専門医、日本
消化器病学会指導医・専門医、日本医
師会認定健康スポーツ医、日本医師
会認定産業医、日本人間ドック学会評
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東京大学１９７４年卒業�
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※休診等で変更になる場合がございます。ご了承ください。�

平成17年2月1日現在�

診療担当表�

●受付時間�午前８時～１１時、午後１時～３時（小児科のみ診察は２時３０分より）�

04-7123-5932
04-7123-5919

（内科・産婦人科・耳鼻咽喉科・眼科・小児科）　�

（外科・整形外科・皮膚科・泌尿器科・脳神経外科）�

●全科で予約診療を実施しています。電話での予約受付時間は午後２時より４時まで。�

専用電話番号�
受診の際は診察券を御忘れなく、月初
めの受診日には保険証をお持ち下さい。�

�

�

�

午前
�

�

�

�

�

�

午後�

�

午前�

午前�

午後�

医科歯科大�
医 師 �

医科歯科大�
医 師 �

診 療 科 �

�

�

�

�

�

内 科 �

�

外 科 �

�
産 婦 人 科 �

診 療 案 内 �

消 化 器     �

生活習慣病�

循 環 器     �

呼 吸 器     �

腎 　 臓 �

�

消 化 器 �

�

�

呼 吸 器   �

�

月�

三 上 �

�

�

甲 斐 �

�

�

�

�

�

甲 斐 �

�

総合･消化器�

総 　 合 �

総 　 合 �

久 保 田 �

纐 纈 �

火�

清 水 �

麻 生 �

�

水�

秋 本 �

�

�

�

�

�

田 中 �

木�

清 水 �

�

�

武 田 �

�

�

�

�

�

武 田 �

金�

三上/田中�

�

�

�

�

�

清 水 �

土�

秋 　 本 �

�

村 田 �

�

太 田 �

纐 纈 �

八 木 �

川口（米）� 川口（米）�久 保 田 �

纐 纈 �

川口（米）�

八 木 �

川口（武）�

水 野 �

水 野 �川口（武）�

川口（武）�

東大医師�

�

水 野 �

水 野 �

川口（武）�

午前�

午後�

�
小 児 科 �

総 　 合 �

総 　 合 �

芥�

芥�

芥�

芥�

芥�

芥�

康�

赤木/阿波�

芥�

芥�

芥�

芥�

�
午前�

�
整 形 外 科 �

�
総 　 合 �

落 合 �

岡田/和田�

岡 田 �

和 田 �

野 内 �尾 登 �

和 田 �

岡 田 �

和 田 �

岡 田 �

和 田 �

午前�

午後�

�

耳 鼻 科 �

総 合 �

総 合 �

� 森�

森�

久 松 �

久 松 �

久 松 �

久 松 �

�

大 平 �

� 中山/飯野�

中山/飯野�

午前��
眼 科 �

総 　 合 � 御 宮 知 �池 田 � 吉 井 �

東大医師�

午後�皮 膚 科 � 総 　 合 �

午後�泌 尿 器 科 �

午後�脳 神 経 外 科 �

総 　 合 �

� �

根 岸 �根 岸 �
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循環器・消化器病検査担当表�

専門外来・特別診療のお知らせ�

（詳しくは各外来にお尋ね下さい。）�

内 科 �

産婦人科�

小 児 科 �

整形外科�

運動療法科（木曜日午後）�

母親学級（第２・第４木曜日午後）�

内分泌（第２水・第１金曜午後） 腎臓（第３水曜午後） 神経（第３土曜午前） 循環器（第２土曜午前） �

特別診療（毎週月曜日午前　担当：筑波大学整形外科　落合 直之教授） 

装具外来（火曜日午前）�

男性不妊外来（水曜日午後）�

●�

●�

●�

●�

整形外科�

泌尿器科�

●�

●�

検 査 名 �

胃 内 視 鏡�

腹 部 超 音 波�

乳腺・甲状腺超音波�

胃・大腸Ｘ線検査�

大 腸 内 視 鏡�

木�

纐 纈 / 八 木 �

三 上 / 田 中 �

�

纐 纈 / 八 木 �

川口/纐纈/八木�

金�

秋 本 �

�

川 口 / 八 木 �

清 水 �

三上/秋本/田中�

土�

三     上�

三上/清水/田中�

水�

清 水 / 田 中 �

�

纐 纈 / 八 木 �

清 水 / 田 中 �

秋 本 / 清 水 �

火�

三 上 / 田 中 �

秋 本 �

�

八 木 �

久保田/纐纈/八木�

月�

川 口 / 八 木 �

秋 本 / 田 中 �

�

田 中 �

三上/秋本/清水�

�

午前�

午前�

午前�

午前�

午後�

●一斉休日日�10月22日（土）、10月29日（土）�

は祝日�※�

January

7

2

8

3

9

4

10

5

11

6

12

1

July

February

August

March

September

April

October

May

November

June

December

２００５年キッコーマン総合病院カレンダー�

火

4
11
18
25

水

5
12
19
26

木

6
13
20
27

金

7
14
21
28

土
1
8
15
22
29

日

2
9
16
／�

月

3
10
17
／�23

30
24

31

火
1
8

15
22

水
2
9

16
23

木
3

10
17
24

金
4

11
18
25

土
5

12
19
26

日

6
13
20
27

月

7
14
21
28

火
1
8

15
22
29

水
2
9

16
23
30

木
3
10
17
24

金
4
11
18
25

土
5
12
19
26

日

6
13
20
27

月

7
14
21
28

火

5
12
19
26

水

6
13
20
27

木

7
14
21
28

金
1
8
15
22
29

土
2
9
16
23
30

日

3
10
17
／�

月

4
11
18
2524

31

水
4
11
18
25

木
5
12
19
26

金
6
13
20
27

土
7
14
21
28

日
1
8
15
22
29

月
2
9
16
23
30

火
3
10
17
24
31

火

7
14
21
28

水
1
8
15
22
29

木
2
9

16
23
30

金
3

10
17
24
31

土
4

11
18
25

日

5
12
19
26

月

6
13
20
27

火

5
12
19
26

水

6
13
20
27

木

7
14
21
28

金
1
8
15
22
29

土
2
9
16
23
30

日

3
10
17
／�

月

4
11
18
2524

31

木
4

11
18
25

金
5

12
19
26

土
6

13
20
27

日

7
14
21
28

月
1
8

15
22
29

火
2
9

16
23
30

水
3

10
17
24
31

火

6
13
20
27

水

7
14
21
28

木
1
8
15
22
29

金
2
9
16
23
30

土
3
10
17
24

日

4
11
18
25

月

5
12
19
26

火

4
11
18
25

水

5
12
19
26

木

6
13
20
27

金

7
14
21
28

土
1
8
15
22
29

日

2
9
16
／�

月

3
10
17
／�23

30
24

31

火
1
8
15
22
29

水
2
9
16
23
30

木
3
10
17
24

金
4
11
18
25

土
5
12
19
26

日

6
13
20
27

月

7
14
21
28

火

6
13
20
27

水

7
14
21
28

木
1
8

15
22
29

金
2
9

16
23
30

土
3

10
17
24
31

日

4
11
18
25

月

5
12
19
26

ご来院の皆様に�

　来院された皆様の目に留まったでしょうか。�
現在、受付と会計に日本盲導犬協会のかわいい犬の
募金箱が設置されています。今回、皆様から募金箱に
あたたかいご寄付をお寄せいただき、５，１８０円を日本
盲導犬協会に寄付させていただく事が出来ました。
誠にありがとうございました。又、昨年６月迄設置して
いた国連薬物乱用根絶募金には皆様のご寄付３，７３４
円を寄付させていただきました。重ねて心より厚く御
礼申し上げます。�
　現在も箱が設置されておりますが使用済み切手・テ
レホンカード等の寄付についてはキッコーマン（株）
本社を通じＮＰＯ団体に寄付されており、世界の子供
達の予防接種や地球温暖化防止の植林事業に使用さ

れております。多くの皆様がご家庭の使用済み切
手等を集めて持参していただいており、心より感
謝致しております。書面にてご報告すると共に厚く
御礼申し上げます。�

医事課　宮本�



おもな非常勤外来担当医師紹介�

御宮知  達也�
ぐう�ち�おん� たつ�や�

眼科�
（火曜日午前）�

秋田大学医学部１９９９年卒業�
�

専門分野�眼科一般、角膜�

森  恵莉�
もり� え� り�

耳鼻科（新任）�
（火曜日午前・午後）�

筑波大学２００３年卒業�
（医局：慈恵医大耳鼻科）�

�

専門分野�耳鼻科一般�

中山  次久�
やま�なか � つぐ�ひ さ�

耳鼻科（新任）�
（第１・３・５土曜日午前・午後）�

東京慈恵会医科大学２００２年卒業�
（医局：慈恵医大耳鼻科）�

�

専門分野�耳鼻科一般�

飯野  孝�
の�いい� たかし�

耳鼻科（新任）�
（第２・４土曜日午前・午後）�

東京慈恵会医科大学１９９６年卒業�
（医局：慈恵医大耳鼻科）�

専門分野�耳鼻咽喉科�

池田  彩子�
だ�いけ� あや�こ�

眼科�
（水曜日午前）�

岡山大学２００２年卒業�
（医局：慶応大学眼科）�

�

専門分野�眼科一般�

大平  文�
ひ ら�おお� あや�

眼科�
（１１月より木曜日午前）�

慶応義塾大学１９９５年卒業�
（医局：慶応義塾大学眼科）�

専門分野�眼科一般�

日本眼科学会専門医�

吉井  大�
い�よ し� まさる�

眼科�
（土曜日午前）�

防衛医科大学校１９８２年卒業�

専門分野�眼科一般、視覚電気生理�涙道外科�

医学博士、日本耳鼻咽喉科学会専門医、
日本医師会認定産業医�

久松  雄志�
ま つ�ひ さ� ゆ う�し�

耳鼻科�
（水・木曜日午前・午後）�

獨協医科大学１９９２年卒業�

日本耳鼻咽喉科専門医�

専門分野�耳鼻科一般�

医学博士、日本泌尿器科学会専門医�
（元春日部市立病院長）�

根岸  壮治�
ぎ し�ね� たけ�は る�

泌尿器科�
（水・木曜日午後）�

東京医科歯科大学１９６０年卒業�
（医局：東京医科歯科大学泌尿器科）�

専門分野�泌尿器科一般�

日本循環器学会専門医、日本内科学
会認定医・専門医、日本医師会認定産
業医�

東京大学１９９４年卒業�
（医局：東京大学循環器科）�

専門分野�循環器内科�

康  勝好�
こ う� よ し�かつ�

小児科�
（木曜日午前）�

東京大学１９９２年卒業�
（医局：東京大学小児科）�

専門分野�小児血液腫瘍学�

医学博士、杏林大学医学教育学教授、
日本小児科学会小児科専門医�

東京大学１９７９年卒業�
（医局：杏林大学小児科）�

赤木  美智男�
あか�ぎ� み� ち� お�

小児科�
（第１・２・３・５木曜日午後）�

専門分野�小児循環器病学�

医学博士、日本小児科学会小児科専
門医、前杏林大学小児科教授�

阿波  彰一�
わ�あ� しょう�いち�

小児科�
（第４木曜日午後）�

東京大学１９６１年卒業�
�

専門分野�小児循環器病学、�システム生理学�

�
日本内科学会認定医�

奈良県立医科大学１９９８年卒業�
�

甲斐  吉郎�
か� よし�ろう�い�

内科�
（月曜日午前・午後）�

専門分野�呼吸器疾患�

（� （�医局：奈良県立医科大学�
　　　 　呼吸器感染症血液内科�

尾登  誠�
お�のぼり� まこと�

リウマチ科�
（木曜日午前）�

日本整形外科学会専門医、日本リウ
マチ学会認定医、日本リウマチ財団登
録医�

筑波大学１９８７年卒業�

専門分野�リウマチ関節疾患�骨軟部腫瘍�

野内  隆治�
や�ない� たか�じ�

整形外科�
（水曜日午前）�

�
日本整形外科学会専門医�

信州大学１９９６年卒業�
（医局：筑波大学整形外科）�

専門分野�整形外科一般�

落合  直之�
おち�あい� なお�ゆき�

整形外科�
（月曜日午前）�

医学博士、筑波大学整形外科教授、日
本整形外科学会認定医、日本リハビリ
テーション医学会認定臨床医、日本整
形外科学会評議員、日本手の外科学
会評議員、日本臨床スポーツ医学会
評議員、日本肘関節研究会理事�

東京大学１９７３年卒�
（医局：筑波大学整形外科）�

専門分野�上肢機能外科�

麻生  好正�
そ う�あ� よ し�ま さ�

生活習慣病�
（火曜日午前）�

医学博士、獨協医科大学内科助教授、
日本糖尿病学会指導医・専門医、日本
内分泌学会評議員・専門医、日本内科
学会専門医�

群馬大学１９８７年卒業�
（医局：獨協医科大学一般内科）�

専門分野�糖尿病、内分泌代謝�

奈良県立医科大学２００１年卒業��

武田  真幸�
たけ� ま さ�ゆ き�だ�

内科�
（木曜日午前・午後）�

専門分野�呼吸器腫瘍�

（� （�医局：奈良県立医科大学�
　　　 　呼吸器感染症血液内科�

医学博士、日本内科学会認定医、日本
腎臓学会専門医�

千葉大学１９７８年卒業�
（医局：筑波大学腎臓内科）��

太田  義章�
おお� よ し�あ き�た�

内科�
（土曜日午前）�

専門分野�腎臓内科・脂質代謝�

村田  博�
むら�た� ひろし�

循環器内科部長�
（土曜日午前）�
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声の宅急便�
ひ ろ ば �

VOICEギターと私�
検査科�

染谷  俊行�

　
ギ
タ
ー
の
歴
史
は
１５
世
紀
に
、ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
ギ
タ
ー
が
用
い
ら
れ
宮
廷
音
楽
と
し

て
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。バ
ロ
ッ
ク
期
１６

か
ら
１７
世
紀
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
流
行
し

ロ
マ
ン
派（
１９
世
紀
）か
ら
現
代
に
至
っ
て

い
ま
す
。�

　
一
口
に
、ギ
タ
ー
と
い
っ
て
も
ギ
タ
ー
製

作
家
に
よ
り
、そ
れ
ぞ
れ
楽
器
と
し
て
の

個
性
が
あ
り
量
産
の
ギ
タ
ー
か
ら
最
高
級

手
工
品
、果
て
は
古
楽
器
や
銘
器
に
い
た

る
ま
で
様
々
な
ギ
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
ギ

タ
ー
は
人
間
の
内
面
的
感
情
を
表
現
す
る

た
め
の
、ま
た
と
な
い
能
力
を
備
え
た
楽

器
で
あ
り
、品
格
と
芸
術
性
に
富
む
か
た

わ
ら
、誰
に
で
も
親
し
め
る
大
衆
性
を
も

兼
ね
備
え
て
い
る
楽
器
で
も
あ
り
ま
す
。�

　
ギ
タ
ー
演
奏
家
と
し
て
は
、ナ
ル
シ
ソ
・

イ
エ
ペ
ス
、ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
セ
ゴ
ビ
ア
は

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
歴
史
を
築
き
上
げ

た
演
奏
家
で
あ
り
、こ
の
２
人
な
し
に
は

今
日
の
ギ
タ
ー
界
は
語
れ
ま
せ
ん
。
ギ
タ
ー

の
魅
力
、そ
の
形
は
女
性
を
表
し
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
容
姿
の
美
し
さ
や
、

気
品
は
愛
好
家
の
目
を
ひ
き
つ
け
て
や
み

ま
せ
ん
。ま
た
、そ
の
音
色
は
甘
い
・
シ
ャ
ー

プ
な
・
芯
が
あ
る
・
ソ
フ
ト
な
ど
様
々
な
表

現
を
も
っ
て
説
明
さ
れ
ま
す
。�

　
ギ
タ
ー
と
私
…
、ナ
ル
シ
ソ
・
イ
エ
ペ
ス

の
奏
で
る
”禁
じ
ら
れ
た
遊
び
“を
初
め
て

聞
い
た
と
き
の
感
動
は
今
も
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。
見
よ
う
見
ま
ね
で
覚
え
た
ギ
タ
ー

で
す
、長
年
自
己
流
で
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
が
数
年
前
よ
り
先
生
に
つ
い
て
レ
ッ
ス

ン
を
受
け
て
い
ま
す
。（
現
在
は
休
学
中
）

ギ
タ
ー
の
師
、椎
谷
幸
彦
氏
は
ア
ン
ト
ニ

オ
古
賀
一
門
の
音
楽
家
と
し
て
活
躍
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、ギ
タ
リ
ス
ト
と
し
て
も
豊

か
な
音
楽
性
と
包
容
力
あ
ふ
れ
る
演
奏
ス

タ
イ
ル
を
持
っ
た
ギ
タ
リ
ス
ト
で
、多
く
の

フ
ァ
ン
か
ら
指
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
も
師

か
ら
難
易
度
の
高
い
課
題
曲
を
頂
き
、作

品
（
歌
）
と
し
て
仕
上
げ
た
と
き
の
満
足

感
は
な
ん
と
も
い
え
ま
せ
ん
。�

�

　誠に残念ですが、平成１６年１１
月から非常勤として土曜日のみ診
察となりました。今までに病院に来
ていただいた患者様方には多大
なご迷惑をかけることになり、心よ
りお詫び申しあけます。土曜日の
短い時間内でも精一杯診察させ
て頂きますので今後もよろしくお願
いします。�
�

村田医師異動のお知らせ�

　
１０
月
か
ら
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
総
合
病
院
産

婦
人
科
に
赴
任
い
た
し
ま
し
た
。
長
い
伝

統
の
あ
る
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
病
院
に
勤
務
す

る
機
会
を
得
ま
し
て
、た
い
へ
ん
光
栄
に

思
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
ま
で
、東
京
大
学
付
属
病
院
、焼

津
市
立
総
合
病
院
、長
野
赤
十
字
病
院

な
ど
を
経
て
、９
月
ま
で
国
立
霞
ヶ
浦

病
院
で
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。こ
れ
ま
で

暮
ら
し
て
い
た
土
浦
の
町
は
、霞
ヶ
浦
の

湖
と
筑
波
山
に
接
し
た
、の
ん
び
り
と
し

た
田
舎
町
で
し
た
の
で
、野
田
市
に
引
っ

越
し
て
、人
と
ク
ル
マ
の
多
さ
に
戸
惑
い

つ
つ
、都
会
に
来
た
と
い
う
こ
と
を
実
感

し
て
い
ま
す
。�

　
新
た
に
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
総
合
病
院
で
の

勤
務
が
始
ま
り
、ま
だ
不
慣
れ
な
こ
と
も

多
く
あ
り
ま
す
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
ッ
フ

が
明
る
く
、や
る
気
を
み
な
ぎ
ら
せ
て
患

者
の
方
々
に
接
し
て
い
る
姿
を
見
て
、自

分
も
患
者
の
方
々
の
ご
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。�

　
産
婦
人
科
部
長
川
口
武
宏
先
生
の
ご

指
導
の
も
と
、全
力
で
診
療
に
取
り
組

む
決
意
で
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。�

新人医師紹介�

産婦人科医師�

水野  嘉朗�
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　平成１７年がスタートしました。新しい年が始まる度、「平

成も、もう～年か」と月日の過ぎる速さを感じてしまいます

が、もう平成元年度生まれの方が、小児科外来から内科外

来を受診する様になる年です。�

　同時に今年は昭和８０年、大正生まれの方はほぼ皆さん

８０歳以上のご老人（失礼）となるわけです。外来、入院患者

さんにも数多くの方がおられ、高齢化社会を身をもって感

じています。�

　今年は戦後６０年＝還暦という事で、メディアなどでも戦

後の日本を見直すといった動きが盛んになるのではない

でしょうか。安全、信頼といったものが日本社会全体で揺ら

いできていますが、残念ながらこれは皆さんの医療界を見

る目にも当てはまりそうです。�

　当院は、メディカルニュースやアンケート等を通じて、地

域の皆様に開かれた信頼足りうる病院である様努めていき

たいと考えています。今年度も宜しくお願い申し上げます。�

内科  清水�

編集後記�

　
栄
養
科
で
は
、入
院
中
の
患
者
さ
ん
の
お

食
事
を
担
当
し
て
い
ま
す
。�

　
皆
さ
ん
は
、病
院
食
と
い
う
と
ど
の
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
？�

 

「
味
が
薄
い
」「
冷
た
い
」
な
ど
あ
ま
り
良
く

な
い
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
と
思
い
ま
す
。�

　
当
院
で
は
、患
者
さ
ん
に
少
し
で
も
満
足

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
ス
タ
ッ
フ
一
同
（
管
理

栄
養
士
１
名
、栄
養
士
３
名
、調
理
師
４
名
、

調
理
員
８
名
）
日
々
心
を
込
め
た
食
事
サ
ー

ビ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。�

　
ま
ず
、味
付
け
に
関
し
て
は
、「
減
塩
＝
薄
味
」

で
は
な
く
「
減
塩
し
な
が
ら
で
も
旨
み
や
酸

味
な
ど
で
味
付
け
は
し
っ
か
り
と
」
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、「
冷
た
い
も
の
は
、冷
た
く
」

｢

温
か
い
も
の
は
、温
か
く｣

と
い
う
こ
と
を
考

え
、冷
温
蔵
配
膳
車
に
て
お
食
事
を
病
棟
ま

で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。�

　
食
事
は
、見
た
目
に
よ
っ
て
も
満
足
感
が
変

わ
っ
て
く
る
た
め
、盛
付
け
方
や
色
ど
り
に
も

気
を
つ
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

器
は
陶
磁
器
を
使
用
し
、料
理
に
よ
っ
て
和
食

器
や
洋
食
器
な
ど
使
い
分
け
て
い
ま
す
。ま
た
、

入
院
中
で
も
季
節
感
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
２４
節
気
に
合
わ
せ
て
松
花
堂
弁
当

を
、ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月
な
ど
の
行
事
の
際

に
は
、そ
の
行
事
に
合
わ
せ
た
お
食
事
を
提

供
し
て
い
ま
す
。こ
の
他
、月
に
一
度
「
お
茶
と

お
菓
子
」
を
、入
院
中
に
お
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
た
方
に
は
「
ケ
ー
キ
と
カ
ー
ド
」
を
、出
産

で
入
院
さ
れ
た
方
に
は
「
お
祝
膳
と
ワ
イ
ン
」

を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。�

　
毎
日
の
食
事
で
は
選
択
メ
ニ
ュ
ー
を
実
施
し
、

２
種
類
か
ら
お
好
み
の
ほ
う
を
選
ん
で
い
た

だ
い
た
り
、栄
養
士
が
病
室
を
訪
問
し
嗜
好

調
査
を
行
う
な
ど
、出
来
る
範
囲
で
は
あ
り

ま
す
が
個
人
の
嗜
好
に
合
わ
せ
た
食
事
の
対

応
を
考
え
て
い
ま
す
。�

　
生
き
て
い
く
う
え
で
食
べ
る
こ
と
は
必
須

で
す
。
食
事
療
法（
制
限
）が
必
要
だ
か
ら
と

い
っ
て
、食
べ
る
楽
し
み
が
な
く
な
っ
て
し
ま

わ
な
い
よ
う
、限
ら
れ
た
範
囲
の
中
で
も
「
お

い
し
い
」
と
満
足
し
て
も
ら
え
る
お
食
事
を

提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

栄養科紹介�
管理栄養士�

小堀  麻由子�

＊写真手前�

平成１６年度�


